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No.1748

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

国
労
は
「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た

業
務
体
制
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て
」
の
基
本

要
求
交
渉
（
一
回
目
・
五
月
二
九
日
、
二
回
目
・

六
月
五
日
）
に
臨
ん
だ
。

東
日
本
本
部
は
五
月
二
二
日
、
合
理
化
対
策

会
議
を
開
催
し
、
出
向
者
の
業
務
を
車
両
検
修
業

務
に
限
定
さ
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に
年
間
労
働
時
間

や
年
間
休
日
は
Ｊ
Ｒ
本
体
と
同
様
と
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
、
現
場
か
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り

職
場
の
世
論
を
つ
く
る
運
動
強
化
の
意
思
統
一
を

図
っ
て
き
た
。

こ
の
交
渉
を
も
っ
て
本
部
・
本
社
間
交
渉
が
終

了
し
、
今
後
は
各
地
方
に
お
け
る
支
社
交
渉
に
入

っ
て
い
く
。
歯
止
め
を
か
け
る
に
至
っ
て
い
な
い

が
、「
実
施
時
点
で
は
出
向
者
に
検
修
以
外
の
業

務
を
入
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
の
回
答
を
引
き
出

す
な
ど
、
一
定
の
前
進
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ

の
後
私
た
ち
の
要
求
に
沿
っ
て
、
一
部
が
修
正
提

案
さ
れ
、
機
動
班
業
務
は
委
託
を
撤
回
。
構
内
計

画
業
務
も
一
部
は
委
託
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
は
八
月
頃
と
見
ら
れ
る
支
社
交
渉
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
経
過
な
ど
を
分
析
し
、

支
社
段
階
で
の
個
別
要
求
の
前
進
を
勝
ち
取
る
た

め
に
地
方
本
部
と
各
分
会
や
運
車
協
・
工
作
協
が

一
体
と
な
っ
て
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

基
本
要
求
交
渉
で
の
会
社
回
答
と
や
り
と
り

の
要
旨
は
以
下
の
通
り
。
な
お
、
交
渉
の
詳
細
は

東
日
本
本
部
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
業
務
連
絡
報
Ｎ

ｏ
一
〇
六
五
・
Ｎ
ｏ
一
〇
六
六
を
参
照
さ
れ
た

い
。

　

Ｊ
Ｒ
直
轄
で
責
任
を
持
て
る
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
体
制
を
構
築
し
、
事
故
発
生
主
義
か
ら
予
防
保

守
体
制
に
改
め
る
施
策
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
将

来
に
わ
た
り
Ｊ
Ｒ
直
轄
に
残
す
べ
き
業
務
に
つ
い

て
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

【
会
社
側
回
答
】
本
施
策
で
は
、
重
大
事
故
防
止
、

車
両
故
障
の
原
因
究
明
・
対
策
立
案
に
関
す
る
業

務
、
新
系
列
車
両
・
新
幹
線
の
技
術
レ
ベ
ル
の
維

持
向
上
に
関
す
る
業
務
等
を
、
当
社
の
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
確
保
し
、
技
術
力
の
維
持
・
向
上
と
新

た
な
技
術
へ
の
挑
戦
に
引
き
続
き
取
り
組
む
考
え

で
あ
る
。

○
組
合
側
（
以
下
○
組
）・
委
託
箇
所
に
つ
い
て

も
区
所
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
と
の
印
象
。
プ
ロ
パ
ー

へ
の
技
術
継
承
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

採
用
計
画
は
。

●
会
社
側
（
以
下
●
会
）・
旧
形
式
の
車
両
を
持

っ
て
い
て
も
、
車
両
の
中
長
期
的
な
置
き
換
え
計

画
で
、
新
系
列
車
両
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
区
所

の
交
番
検
査
は
、
非
効
率
に
な
る
の
で
委
託
し
な

い
。
プ
ロ
パ
ー
の
採
用
計
画
は
、
詳
細
は
グ
ル
ー

プ
会
社
。
四
月
一
日
採
用
、
ま
た
そ
の
後
の
採
用

に
つ
い
て
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

○
組
・
出
向
協
定
に
基
づ
き
、
三
年
間
の
期
限
が

あ
る
が
、
そ
の
間
に
技
術
継
承
で
き
る
と
い
う
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
て
い
る
の
か
。

●
会
・
若
年
出
向
で
い
か
れ
る
方
が
、
Ｊ
Ｒ
に
戻

れ
ば
も
う
行
く
こ
と
は
な
く
な
る
。
若
年
出
向
者

か
ら
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
に
代
わ
る
場
合
も
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
で
責
任
を
持
つ
の
は
一
〇
年
目
安
。

　

施
策
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
を
徹
底
し
、
偽
装
請
負
に
な
ら
な
い
よ
う
ル
ー

ル
を
明
確
化
す
る
こ
と
。

【
会
社
側
回
答
】
本
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

委
託
業
務
量
に
応
じ
て
受
託
会
社
へ
の
作
業
発
注
や

作
業
内
容
の
変
更
を
、
作
業
責
任
者
を
通
じ
て
行
え

る
よ
う
、
適
正
な
連
絡
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

●
会
・
問
題
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
ど
う
改
善

し
て
い
く
か
検
討
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
と
グ
ル
ー
プ
会
社
が
混
在
し
て
い

て
、
問
題
が
生
じ
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
今
度
は

一
体
と
な
る
の
で
改
善
さ
れ
て
い
く
。
作
業
責
任

者
の
体
制
は
し
っ
か
り
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

出
向
に
関
す
る
項
目

①
出
向
に
つ
い
て
は
、
本
人
同
意
を
原
則
と
す
る

こ
と
。

②
本
施
策
の
実
施
で
発
生
す
る
出
向
者
の
人
選
に

あ
た
っ
て
は
、
本
人
希
望
を
十
分
尊
重
し
、
出
向

協
定
に
基
づ
き
取
り
扱
う
こ
と
。

③
出
向
期
間
が
終
了
し
Ｊ
Ｒ
本
体
に
戻
る
際
は
、

面
談
等
を
実
施
し
、
本
人
の
希
望
を
最
大
限
尊
重

し
た
対
応
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
公
正
・
公
平
を

期
す
た
め
に
、
明
確
な
ル
ー
ル
等
を
確
立
す
る
こ

と
。出

向
期
間
中
に
お
い
て
、
本
人
及
び
家
族
等
の

事
由
に
よ
り
出
向
に
不
都
合
な
状
況
が
生
じ
た
時

は
、
本
人
希
望
を
尊
重
し
、
面
談
等
を
行
い
、
誠

実
に
取
り
扱
う
こ
と
。

【
会
社
側
回
答
】
社
員
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
本

人
の
適
性
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
決
定
す
る

こ
と
と
な
る
。
な
お
、
出
向
に
つ
い
て
は
出
向
協

定
に
則
り
、
取
り
扱
う
こ
と
と
な
る
。

●
会
・
大
規
模
に
出
向
者
が
出
る
の
で
、
丁
寧
に

や
っ
て
い
き
た
い
。
希
望
し
な
い
か
ら
出
向
に
い

か
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
希

望
も
勘
案
す
る
が
、
適
性
や
知
識
、
技
能
、
必
要

性
を
見
て
判
断
。
三
年
が
一
つ
の
単
位
。
技
術
継

承
の
観
点
か
ら
、
人
を
入
れ
替
え
て
出
向
に
出
て

も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

○
組
・
支
社
越
え
の
出
向
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
出
向
先

の
異
動
は
あ
る
の
か
。

●
会
・
首
都
圏
に
お
い
て
は
支

社
越
え
の
発
令
は
あ
り
う
る
。

行
っ
た
先
の
異
動
は
、
出
向
先

の
都
合
や
途
中
退
職
す
る
エ
ル

ダ
ー
社
員
の
補
充
等
で
あ
り
う

る
と
考
え
て
い
る
。

<

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
関
係>

安
全
な
ら
び
に
品
質
の

維
持
・
向
上
と
技
術
継
承
を

最
優
先
と
す
る
視
点
か
ら
、

直
轄
で
業
務
を
行
う
こ
と
を

基
本
と
す
る
と
と
も
に
、
外

注
化
は
必
要
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
。

【
会
社
側
回
答
】
本
施
策
に

よ
る
委
託
業
務
に
つ
い
て

は
、
主
旨
に
則
り
委
託
し
て

い
く
が
、
そ
れ
以
外
の
業
務

委
託
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
、
各
総
合
車
両

セ
ン
タ
ー
の
状
況
に
応
じ

て
、
委
託
を
実
施
し
て
い
く

ら
な
い
要
員
と
す
る
こ
と
。

【
会
社
側
回
答
】
作
業
責
任
者
は
委
託
業
務
に
関

す
る
当
社
と
の
窓
口
と
な
り
、
作
業
者
の
業
務
遂

行
に
関
す
る
業
務
分
担
、
配
置
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
等
を
行
う
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
実
施
で
き

る
社
員
を
委
託
業
務
量
に
応
じ
て
配
置
し
て
い

く
。
な
お
、
今
後
も
必
要
な
要
員
は
確
保
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

●
会
・
そ
の
業
務
の
窓
口
に
な
る
の
が
作
業
責
任

者
で
あ
る
。
管
理
能
力
に
長
け
て
い
れ
ば
、
作
業

責
任
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
。
作
業
責
任

者
の
体
制
は
、
業
務
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
を
持

っ
て
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

考
え
で
あ
る
。

●
会
・
民
間
の
よ
う
に
、
す
べ
て
を
委
託
す
る
よ

う
な
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
委
託
の
拡
大
は
エ

ル
ダ
ー
雇
用
の
場
の
確
保
で
も
あ
る
の
で
、
車
セ

か
ら
総
合
車
セ
に
エ
ル
ダ
ー
と
し
て
く
る
場
合
も

あ
る
。
人
が
い
な
く
な
っ
た
か
ら
、
委
託
に
出
す

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

○
組
・
品
質
維
持
等
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と

な
っ
て
確
保
す
る
と
い
う
が
、
Ｊ
Ｒ
本
体
と
同
等

の
技
術
水
準
を
引
き
継
げ
る
の
か
疑
問
。

●
会
・
単
に
エ
ル
ダ
ー
が
続
け
て
働
け
れ
ば
い
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
技
術
力
を
グ
ル
ー
プ
会

社
に
内
在
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
委

託
会
社
と
一
体
で
管
理
を
進
め
て
い
く
。

委
託
さ
れ
る
四
項
目
に
つ
い
て
以
下
の
点
を

考
慮
す
る
こ
と
。

①
特
殊
な
技
術
・
技
能
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
委

託
す
る
業
務
に
精
通
し
た
作
業
責
任
者
を
委
託
先

に
配
置
す
る
こ
と
。

②
委
託
後
の
要
員
規
模
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
パ
ー

社
員
へ
の
技
術
継
承
等
を
考
慮
し
、
現
行
を
下
回

予備日９月２０日

第
一
日
目

Ｃ-3

９・６

三
位
決
定
戦

Ａ-1

第
二
日
目

８・２

第４０回国労東京委員長杯争奪軟式野球大会

Ｂ-3 Ｄ-3Ａ-3

⑬
新
橋
支
部
Ｂ

（
品
川
・
電
気
連
合
）

⑨
八
王
子
Ｂ

（
豊
田
車
両
セ
ン
タ
ー
）

⑪
大
宮
Ａ

（
宇
都
宮
支
部
）

⑫
自
動
車
支
部

Ａ-1

⑥
大
井
工
場
支
部

①
八
王
子
Ａ

（
八
王
子
地
区
協
連
合
Ａ
）

②
新
橋
支
部
Ａ

（
東
京
駅
）

③
中
央
支
部

④
大
宮
Ｂ

（
電
気
連
合
）

Ｂ-2 Ｂ-1

⑦
新
幹
線
地
方
本
部

⑧
神
奈
川

（
中
原
電
車
区
）

⑤
神
奈
川
Ｂ
（
東
神
奈

川
車
掌
区
・
電
車
区
）

⑩
上
野
支
部

８・２
Ｃ-1Ａ-2

Ａ

グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た

    

業
務
体
制
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て

検
修
業
務
委
託

10
月
１
日
実
施

<

区
所
・
車
両
セ
ン
タ
ー
関
係>

仕
業
検
査
は
、
今
後
も
Ｊ
Ｒ
直
轄
で
施
工
す

る
こ
と
。
機
動
班
業
務
の
一
部
を
技
管
に
移
管
す

る
こ
と
な
く
、
Ｊ
Ｒ
直
轄
で
残
す
こ
と
。

【
会
社
側
回
答
】
仕
業
検
査
、
機
動
班
業
務
、
信

号
業
務
は
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
せ
る
業
務
の
一
つ
で
あ
り
、
本
施
策
の
主

旨
を
踏
ま
え
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
委
託
す
る
こ
と

裏
面
に
続
く
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当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

【引受保険会社】
【取りまとめ先】

【募集代理店】アフラック東京第三法人営業部 アベニール株式会社
アベニール株式会社 東京営業所

初めて診断確定されたとき　　　       診断給付金

入院したとき　　　　　　　 　    　  入院給付金

通院したとき　　　　　　　　    　  通院給付金

手術したとき　　　　　　    　   手術治療給付金

プレミアサポート　  　訪問面談サービスと専門医紹介（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）

AF007-2011-0186 4 月 25 日

（2011 年４月 1 日現在）◆月払保険料（団体取扱）
生きるためのがん保険 DAYS（デイズ）　スタンダードプラン
入院給付金日額 10,000 円　定額タイプ
保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は１０年更新）

〈抗がん剤治療特約〉の更新後の保険料は更新時の年齢
・保険料率によって決まります。

10,000 円

10,000 円

20万円

20万円

１カ月 10万円

１カ月　5 万円

1 日につき

がんの場合
上皮内新生物の場合

1 日につき

1 回につき

1 回につき放射線治療を受けたとき　 　        放射線治療給付金

抗がん剤治療を受けたとき　

（上皮内新生物は対象外）　　
乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき

（すべての保険期間を通じ通算６００万円まで）

抗がん剤治療を受けた月ごとに

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は 10 年更新）
契約年齢：０歳～８０歳スタンダードプラン　　　入院給付金日額 10,000 円の場合

一時金として 100 万円
一時金として　10 万円

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の保障《生きるためのがん保険Days（デイズ）》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性
35歳
3,656円

3,734円

5,608円

5,274円 6,864円 9,048円

9,360円 15,190円

45歳 55歳 65歳

女性

電　話
JR電話 ファックス

コールセンター 0120-5555-95 電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822 03-3806-9264
054-2548 03-3806-9275

今
年
で
三
回
目
と
な
る
、
上
野
支
部
組
織
対

策
交
流
会
が
五
月
二
〇
日
か
ら
二
一
日
に
磐
梯
熱

海
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
と
の
違
い

は
、
こ
の
二
年
間
で
四
名
の
国
労
加
入
が
あ
り
、

ど
う
こ
の
流
れ
を
大
き
く
し
て
い
く
か
が
交
流
会

の
任
務
と
な
っ
た
。

森
委
員
長
は
、
①
人
事
賃
金
制
度
実
施
は
、
自

己
中
心
的
会
社
人
間
が
増
え
社
員
間
競
争
が
激
化

す
る 

②
契
約
社
員
採
用
の
委
託
会
社
の
プ
ロ
パ

ー
も
視
野
に
い
れ
た
組
織
拡
大
を
。「
元
気
な
国

労
の
姿
を
み
ん
な
に
見
せ
る
こ
と
が
大
切
」
と
あ

い
さ
つ
。
ま
た
、
地
元
、
仙
台
地
本
福
島
県
支
部

か
ら
若
い
社
員
を
含
め
て
参
加
が
あ
り
仙
台
地
本

五
十
嵐
書
記
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
放
射
能
問
題

の
取
り
組
み
、
郡
山
に
お
け
る
組
織
加
入
の
闘
い

の
報
告
を
受
け
た
。

講
演
は
、
今
回
、
部
内
講
師
に
限
定
し
、
東
京

地
本
松
川
書
記
長
か
ら
「
国
労
を
取
り
巻
く
情
勢

と
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
基
調
報
告

を
し
て
も
ら
っ
た
。
今
ま
で
の
棚
ぼ
た
式
・
人
脈

式
組
織
拡
大
か
ら
分
会
全
体
の
組
織
的
な
取
り
組

み
に
し
て
い
く
。
若
い
仲
間
へ
の
加
入
呼
び
か
け

は
、
闘
う
仲
間
と
運
動
を
若
い
人
た
ち
に
残
し
引

き
継
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
一
〇
年
先
を
見
据
え
た
会

社
施
策
に
対
応
で
き
る
組
織
作
り
を
め
ざ
そ
う
。

と
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
福
島
県
支
部
の
組
合
員
も
交

え
て
五
班
に
分
か
れ
分
散
会
を
行
い
。
①
契
約
社

員
の
中
で
「
東
労
組
の
役
員
経
験
者
は
役
員
を
し

て
い
る
と
Ｊ
Ｒ
採
用
試
験
に
合
格
し
な
い
」
と
の

話
題
に
な
っ
て
い
る
。
②
駅
と
車
掌
が
連
携
し
た

交
流
・
加
入
の
取
り
組
み
が
必
要
。
③
組
織
拡
大

に
特
効
薬
は
な
く
日
常
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
大
切
。
④
若
い
人
は
労
働
者
意
識
が
希
薄
で
競

争
社
会
に
疑
問
を
持
っ
て
い
な
い
。
⑤
浦
和
電
車

区
事
件
前
後
で
環
境
が
変
わ
り
、
若
い
人
は
旧
動

労
を
知
ら
な
い
の
で
話
し
や
す
い
な
ど
の
報
告
が

あ
っ
た
。

最
後
に
、
鈴
木
書
記
長
が
、
現
在
実
施
中
の
分

会
活
動
実
態
調
査
が
集
約
で
き
た
ら
さ
ら
に
交
流

を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
う
。
自
分
た
ち
で
創
意

工
夫
し
た
取
り
組
み
が
で
き
る
ま
で
に
運
動
が
進

ん
だ
。
国
労
に
入
り
た
い
人
を
い
つ
で
も
受
け
入

れ
ら
れ
る
体
制
と
常
に
加
入
用
紙
を
携
え
、
加
入

開
催

　

 

本
郷
台
駅
分
会
は
、
本
郷
台
・
港
南
台
・
洋

光
台
・
新
杉
田
駅
の
四
駅
で
、
本
郷
台
駅
が
管
理

駅
と
な
り
、
連
合
分
会
と
し
て
神
奈
川
地
区
本
部

の
大
船
支
部
に
所
属
し
、
日
々
組
合
活
動
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
数
は
現
在
二
四
名
で
そ
の

多
く
が
非
管
理
駅
に
お
り
、
管
理
駅
は
一
名
だ
け

で
す
が
、
港
南
台
、
洋
光
台
、
新
杉
田
は
国
労
組

合
員
が
九
割
方
を
占
め
て
い
て
、
私
た
ち
が
中
心

と
な
り
、
そ
の
駅
の
仕
事
を
回
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
組
織
拡
大
が
私
た
ち
の
第
一
の
課
題

で
、
一
昨
年
新
杉
田
駅
で
一
名
の
復
帰
拡
大
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
世
話
役
活
動
と
日
常
の
交
流
、
そ
し
て

復
帰
後
、
職
場
で
仲
間
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
と
思
い
ま
す
。

　

組
織
拡
大
の
運
動
は
現
在
も
続
け
て
お
り
、
若

い
方
に
も
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
が
中
々
、
結
果

に
結
び
つ
か
な
い
現
状
で
す
が
、
今
年
の
地
区
本

部
の
野
球
大
会
に
お
い
て
、
若
い
人
に
も
声
を
か

け
参
加
し
て
も
ら
い
、
分
会
で
な
ん
と
か
一
チ
ー

ム
を
作
る
こ
と
が
出
来
、
初
戦
に
勝
利
し
て
（
二

回
戦
は
負
け
ま
し
た
）
終
了
後
も
祝
勝
会
を
開
催

し
、
楽
し
い
交
流
会
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
郷
台
駅
分
会
は
、
支
部
の
委
員
長
や
執
行
委

と
す
る
。

○
組
・
仕
業
検
査
の
本
線
対
応
の
考
え
方
に
つ
い

て
。
機
動
班
に
つ
い
て
は
、
定
ま
っ
た
作
業
が
な

い
中
で
、
ど
の
よ
う
に
切
り
分
け
る
の
か
。

●
会
・
仕
業
検
査
の
本
線
対
応
は
す
べ
て
委
託
。

教
育
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
や
る
。
連
絡
体
制
は

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。
機
動
班
業
務
は
委
託
す

る
。
た
だ
、
技
管
と
一
緒
に
故
障
調
査
等
を
や
っ

て
い
る
箇
所
は
、
技
管
に
残
す
業
務
と
、
委
託
す

る
業
務
を
分
け
る
。

○
組
・
技
術
継
承
の
問
題
だ
が
、
仕
業
は
す
べ
て

外
注
化
さ
れ
る
。
交
番
検
査
に
携
わ
っ
た
こ
と
の

な
い
プ
ロ
パ
ー
社
員
が
仕
業
検
査
に
携
わ
る
。
本

体
で
培
っ
た
技
術
を
ど
う
継
承
す
る
の
か
。

●
会
・
Ｊ
Ｒ
側
の
教
育
の
流
れ
と
し
て
、
総
合
車

セ
で
の
基
礎
教
育
を
経
て
区
所
で
の
教
育
と
い

う
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
場

合
、
総
合
車
セ
で
基
礎
教
育
を
実
施
し
た
う
え

で
、
各
区
所
で
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
を
学
び
な
が

ら
、
Ｊ
Ｒ
側
、
グ
ル
ー
プ
会
社
側
の
双
方
で
学
ん

で
い
く
こ
と
に
な
る
。
当
社
か
ら
グ
ル
ー
プ
会
社

へ
教
育
の
た
め
に
出
向
す
る
場
合
も
あ
る
し
、
当

社
の
情
報
を
グ
ル
ー
プ
会
社
に
伝
え
て
い
く
こ

と
を
通
じ
て
、
技
術
力
を
維
持
し
て
い
く
。

駅
派
出
は
す
べ
て
直
轄
で
置
く
こ
と
。
ま
た
、

輸
送
障
害
の
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
を
は
か
る
た
め
、
駅

派
出
業
務
の
拡
充
・
強
化
を
は
か
る
こ
と
。

【
会
社
側
回
答
】
駅
派
出
業
務
は
、
エ
ル
ダ
ー
社

員
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
る
業
務
の
一
つ

で
あ
り
、
本
施
策
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
グ
ル
ー
プ

会
社
に
委
託
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
施
策
実

施
後
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
輸
送
の

状
況
等
を
踏
ま
え
、
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

●
会
・
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
に
つ
い
て
だ
が
、
作
業
責

任
者
を
介
し
て
や
っ
て
い
く
の
が
ル
ー
ル
。
作
業

指
示
で
、
間
に
人
が
入
れ
ば
連
絡
に
時
間
が
か
か

る
。
し
か
し
、
飛
ば
し
て
い
い
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
知
恵
だ
し
を
し
な
が
ら
仕
組
み
を
変

え
た
り
、
現
在
使
っ
て
い
な
い
ツ
ー
ル
も
活
用
し

て
い
く
こ
と
で
、
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
を
短
く
し
て
い

き
た
い
。

技
能
教
習
所
を
各
車
両
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す

る
こ
と
。

【
会
社
側
回
答
】
技
能
教
習
所
に
つ
い
て
は
、
各

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
主
な
車
両
配
置
箇

所
に
設
置
し
、
教
育
訓
練
に
活
用
し
て
い
く
考
え
。

○
組
・
車
両
配
置
の
あ
る
車
両
セ
ン
タ
ー
に
技
能
教

習
所
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
受
託
会
社
の
プ

ロ
パ
ー
の
教
育
・
訓
練
に
も
活
用
さ
れ
る
の
か
。

●
会
・
は
じ
め
は
直
営
社
員
中
心
だ
が
、
プ
ロ
パ

ー
が
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

委
託
先
会
社
に
お
け
る
教
育
・
訓
練
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ｒ
本
体
を
下
回
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
資

格
取
得
等
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
こ
と
。

【
会
社
側
回
答
】
受
託
会
社
社
員
へ
の
教
育
・
訓

練
、
資
格
取
得
等
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
受
託

会
社
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
当
社

と
し
て
も
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

連載企画
分会紹介

本
郷
台
駅
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分会

員
、
営
協
の
役
員
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
頑
張

っ
て
い
る
仲
間
も
お
り
、
神
奈
川
で
の
運
動
を
精

一
杯
闘
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

オ
ル
グ
に
行
く

気
持
ち
を
持
と

う
。
と
ま
と
め

を
し
、
二
日
間

の
交
流
を
終
え

た
。
引
き
続
き

上
野
支
部
は
、

分
会
活
動
を
活

性
化
さ
せ
組
織

拡
大
の
先
頭
に

立
て
る
よ
う
奮

闘
す
る
。

上
野
支
部
　組
対
交
流
会


